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 はじめに

　大学教育から始まった「アクティブ・ラー
ニング」が，初等・中等教育の教育現場に不
安をもたらしそうであったが，文部科学省の
審議会が提示した「三つの視点」によって落
ち着きを取り戻しつつある。
　教育課程部会総則・評価特別部会（2016）1）

は，「この型を取り入れなければアクティ
ブ・ラーニングではない」，「この方法を実施
しておけば見直しの必要はない」といった，
学習指導の方法や型に着目すべきものではな
く，「不断の授業改善の視点」が重要であるこ
とを指摘し，2015年８月の｢論点整理｣2）で示
された「深い学び」，「対話的な学び」，「主体
的な学び」の三つの視点を踏まえて，各教科
等の特性に応じて育まれる「見方や考え方」
への注目を促している。
　このような方向性を受けて，寺本ら（2016）3）

が，アクティブ・ラーニングを学習者の主体
的・対話的な｢学びの姿｣として定義し，｢アク
ティブ・ラーナー｣としての子ども観を共有す
ることの重要性を指摘したことは，まことに
的確と言えるであろう。大切なのは，学習者
が能動的な主体者として，自らの｢見方や考え
方｣を構造化し，それをはたらかせた思考・判
断・表現によって，さらに幅広く深い｢見方や
考え方｣に変容させる学習の場をデザインす
ることだからである。

 全国学力・学習状況調査が提起した課題

　平成27年度全国学力・学習状況調査の中学
校理科の報告書（2015）4）は，主な課題として
次の３点を挙げている。

（1）実験の結果を表したグラフや，実験
の結果を言葉で記録した表を解釈する
ことは良好であるが，実験の結果を数
値で表した表を分析して解釈し，規則
性を見いだすことに課題がある。

（2）実験を計画することに依然として課
題がある。

（3）「課題に正対した考察をする」こと
に課題があり，指導の充実が求めら
れる。

　この中で，特に（2）と（3）について検討して
みたい。
 （2）の実験を計画することに関する出題へ
の正答率が低いことは，平成24年度の全国学
力・学習状況調査の結果にも表れているだけ
でなく，国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）
の結果にも同様の傾向が表れている。
　中山（2013）5）によれば，日本の生徒は，
TIMSSの出題では知識として既に知ってい
る内容についての正答率が高いが，教科書に
出ていないような条件が含まれている場合や
未履修の場合に適切な実験計画を考えるのが
苦手である。

新しい学習指導要領に向けての
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かっただろうか。
　全国学力・学習状況調査の出題は，探究可
能な「問い」を立て，観察や実験から得られ
た事実を根拠に，「問い」に答えていくような
探究活動のあり方を強く求めているのである。
なぜなら，それが実際の科学研究における探
究のあり方であるし，身近な自然事象に関係
する問題解決を行うときにも，そのような「問
い」と「結論」の対応が求められることにな
るからである。

 生徒が主体的に取り組む探究活動に向けて

　次期学習指導要領を視野に入れて中学校理
科の教育現場で行うべき取り組みがあるとす
れば，平成27年度の全国学力・学習状況調査
が提示した三つの「課題」を，アクティブ・
ラーニングの「深い学び」，「対話的な学び」，

「主体的な学び」といった視点に基づく学習
によって乗り越えることであろう。それは，
生徒が探究活動の「課題」を「自らの課題」
として捉え，それを解決するためにはどのよ
うな方法がふさわしいのかを主体的に考えた
うえで観察・実験に取り組み，事実として得
られた結果を分析・解釈して「課題」への答
えを自分の言葉で周囲に伝えたり書いたりす
るような学習活動を実現することである。
　教育課程部会理科ワーキンググループ

（2016）7）が提示する中学校理科の「思考力・
判断力・表現力等」には，取り組むべき事項
が明確に示されている（下線は筆者による）。

○自然事象の中に問題を見いだして見通しを
　もって課題を設定する力
○計画を立て，観察・実験する力
○得られた結果を分析して解釈するなど，科
　学的に探究する力と科学的な根拠を基に表
　現する力
○探究の過程における妥当性を検討するなど
　総合的に振り返る力

　まずは，探究する「課題」の設定に生徒を
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　この原因の一つとして，中学校理科の授業
で，生徒自身が観察や実験の方法について検
討する機会や時間が少ない可能性が考えられ
る。中山ら（2014）6）が中学校理科の５社の教
科書に掲載されている4,177件の｢問い｣をす
べて抽出して探究過程ごとに集計した結果に
よると，｢方法｣の場面での「問い」はたった
の24件しかない。これは，中学校理科の授業
における探究活動において，生徒が実験の｢方
法｣を考える機会が非常に少なく，さらに教師
から提示された「方法」の妥当性について検
討・吟味する機会も非常に少ないという実態
につながるものであろう。
 （3）の｢課題に正対する考察をする｣ことに
ついては，平成27年度の全国学力・学習状況
調査の中学校【理科】大問８を例に検討して
みよう（p.５を参照）。

 課題I では，「ハゼのえらぶたの開閉回数は，
水温によってどのように変わるのだろうか。」
という課題に対して，｢【結果】の表１から，
水温が 10℃から 25℃の範囲では，ハゼのえ
らぶたの開閉回数は水温が高くなると増える
と考えられる。｣ という考察が対応している。
　ところが，同じ大問の課題II では，課題と
考察が次のように提示されており，これを適
切な考察に書き直すように求めている。

 課題II「ほかの種類の魚でも，えらぶた
の開閉回数は，水温が高くなると増える
のだろうか。」

【考察】「【結果】の表２から，水温が10℃
から25℃の範囲では，同じ水温でも，魚
の種類によってえらぶたの開閉回数は異
なると考えられる。」

　実は，ここに提示された「考察」の内容は，
【結果】の表２の解釈としては間違っていな
いのだが，「課題 II」として設定した「問い」
に対応していないのである。私たちは，観察・
実験の考察として，このような「問い」と「結
論」が対応しないような考察を許容してこな
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関与させる工夫が必要になりそうである。中
学校理科の授業では，事象の提示と発問だけ
で生徒に「課題」を設定させることは時間的
に難しいだろう。しかし，教師が「キー・ク
エスチョン」を提示したうえで，そこから観
察・実験で検証可能な「課題」の文を生徒に
考えさせたり，曖昧な課題文を観察・実験可
能な厳密な「問い」に修正させたりすること
は可能であろう。これは，妥当性を検討する
ことにも関係する活動である。
　次に，観察や実験の方法についても，例え
ば教科書などに掲載されている方法が，本当
にそれでよいのか，あるいは，なぜその方法
でよいのか，他に取り得る方法はないか，選
ばれている対象や素材を他のものに替えるこ
とができるかなどを生徒に検討させることも
可能であろう。これは，計画を立てて観察・
実験を行う力や，妥当性を検討して総合的に
振り返る力の育成につながる。

 おわりに

　私は，以前から「探究」や「問題解決」は，
まず「問い」を立てることが何よりも重要で
あると考えて，周囲にもそのように話してき
た。なぜなら，物事を明らかにするためには，
疑問が必要であるし，観察や実験を行うなら，
それによって何を知りたいのかが明確でなけ
ればならないからである。その「問い」が，
妥当な方法によって解き明かされるのが科学
であるということも私の考えであったが，必
ずしもそのことを重視する人ばかりではな
かった。
　文部科学省による全国学力・学習状況調査
は，私の以前からの考えに焦点が当てられて
おり，理科の授業の本質に迫る改革に私は期
待している。学習者が能動的な主体者として
意思決定することは，実は，学習意欲に不可
欠な条件でもある。私も，学校現場の先生た
ちと共に，生徒が主体的に学ぶ姿の実現に関
わっていきたい。
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（３）【考察】は，課題 II  に対して適切と
　　はいえません。 課題 II  に対して適切な
　 【考察】となるように，下線部を書き直
　　しなさい。

８　健さんは飼育してい
　る数種類の魚を観察し
　ていたところ，季節に
　よってえらぶたの動き
　に違いがあることに気
　づき，実験を行いました。
　 （１）から（３）までの各問いに答えなさい。

 課題 I
　ハゼのえらぶたの開閉回数は，水温に
よってどのように変わるのだろうか。

①　ハゼを３匹用意する。
②　水温の条件を変え，それ以外の条件
　　は同じにして，30秒間のえらぶたの開
　　閉回数を数える（図１）。
③　３匹の平均値を求める。

 課題 II
　ほかの種類の魚でも，えらぶたの開閉回
数は，水温が高くなると増えるのだろうか。

　フナとナマズをそれぞれ３匹用意し，
 課題 I  と同様に実験を行い， 課題 I  の
ハゼの【結果】と比較する。

　【結果】の表１から，水温が 10℃から 25℃
の範囲では，ハゼのえらぶたの開閉回数は，
水温が高くなると増えると考えられる。

　【結果】の表 2 から，水温が 10℃から 25℃
の範囲では，同じ水温でも，魚の種類に
よってえらぶたの開閉回数は異なると考
えられる。

【結果】
 表１

【結果】
 表2

※ 数値はそれぞれ３匹の平均値

（１） 　ハゼのように背骨のある動物を，背骨
　　のない動物に対して何といいますか。そ
　　の名称を書きなさい。

（２） 　【方法】③で平均値を求める理由とし
　　て最も適切なものを，下のアからエまで
　　の中から１つ選びなさい。

ア　水温によって，えらぶたの開閉回数が
　　異なるから。
イ　測定する時間の長さによって，えらぶ
　　たの開閉回数が異なるから。
ウ　空気の量によって，えらぶたの開閉回
　　数が異なるから。
エ　それぞれのハゼによって，えらぶたの
　　開閉回数が異なるから。

平成 27 年度  全国学力・学習状況調査  中学校【理科】  大問 ８
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 １  はじめに
   色が変わる実験は，生徒にとって記憶に残
りやすく，とても好評です。このため，指導
者としては，安全に行うことはもとより，イ
ンパクトのある結果が出るように準備を行う
必要があります。そこで，本稿では指導者向
けに，教科書に掲載されている実験を操作手
順に沿って，細かな工夫とともに紹介します。

 ２  三つの実験について
【実験１】唾液のはたらきを調べる実験 　
　この実験では，「唾液の採取」や「突沸の防
止」といったポイントがあります。とくに，
突沸による事故は何としても避けなければな
りません。危険を回避し，楽しく実験したい
ものです。
＜方法＞
①デンプン液を20〜30mＬ入れた，50mＬビー
　カーを二つ用意する。 
②各班に特大の綿棒２本を配付する。 
⇒綿棒を用いて唾液を採取する。
　生徒の唾液を採取して行う実験ですから，
生徒は嫌がり，唾液を提供する担当になった
生徒にとっては，つらい思いをする可能性も
あります。クラスの雰囲気によっては，指導
者にとって大変やりにくい実験です。（だからと
いって，薬品のジアスターゼを使うという本
末転倒な事態は避けたいところです。）

　そこで，生徒の唾液の採取では，特大の綿
棒を使います（図１）。
　綿のみの脱脂綿よりも扱いやすく，唾液を
直接見なくてすむので，生徒の心理的な負担
を軽くすることができます。使い方は，十分
に唾液を含ませたら，柄を回し，綿棒を口か
ら取り出します。
③綿棒の端を「綿菓子」と思わせて，配付し
　た綿棒２本のうち，一方の端に唾液を含せ
　るように指示する。
⇒話術により，和やかな雰囲気をつくる。
　唾液でストレス検査もできるということか
ら，唾液の成分は，そのときの精神状態によっ
ても異なります。
　「これ（綿棒）に砂糖をまぶしたものが綿
菓子だよ…。」などと冗談も交えながら，和や
かな雰囲気のなかで十分に唾液を含ませます。
④唾液と比較するため，綿棒のもう一方の端
　には蒸留水を含ませるように指示する。
⇒デンプン液を作成する。
　デンプンは，冷たい水では糊化しません。
また，いきなり熱湯を入れるとダマになって
しまいます。中華料理でとろみをつけるのと
同様に，あらかじめ少量の水を入れてかき混
ぜておき，熱湯を少しずつ加えて糊化させ，
冷ましてから実験に用います。
　あわせて，このときにヨウ素液を加えると
きれいな青紫色になることも，事前に確認し

中学校理科における色の変化を伴う実験の再考
— 能動的な探究を行うために —  

東京都八王子市立横山中学校
髙橋  弘義
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　の入ったビーカーそれぞれにベネジクト液
　と沸騰石を入れ，加熱用金網の上に載せる。
⑨炎の大きさを親指大に調節したガスバー
　ナーで加熱する。
⇒50mＬビーカーを使い突沸を防止する。 
 試験管でベネジクト液による反応を行うと
きは，突沸に注意しなくてはいけません。加
熱されたアルカリ性の液体が飛び散るおそれ
があるので，試験管内の液量を１/４かそれ以
下にし，沸騰石を入れておきます。また，加
熱中は，試験管の口を人がいるほうへ向けな
いように指示します。
　この危険を回避するため，50mLビーカーで
加熱します。試験管で加熱する場合と比べて，
突沸が起こる可能性が格段に低くなります。
ビーカーは開口部が大きく，液量も10〜15mL
と少ないので安全です。また，ここで使う
ビーカーは小さいので，三脚上で二つ同時に
加熱することで，二つのビーカー内の変化を
同時に比較することができます（図３）。互い
の色の違いが確認できたら，すぐに火を止め
ることができるので，加熱し過ぎることもあ
りません。ビーカーを二つ載せるので，加
熱用金網は平らなものを用い，三脚も安定
したものを用意して行います。また，穏やか
に加熱するため，ガスバーナーの炎の大きさ
は，親指大にするように指示しておきます。

ておきます。
⑤約40℃の湯を入れた直径12cm程度のペト
　リ皿に①の二つの50mLビーカーを入れ，同
　時に温める（図２）。温めると同時に，一
　方のビーカーは，唾液を含ませた綿棒で，
　もう一方のビーカーは蒸留水を含ませた綿
　棒で，それぞれ10分間かき混ぜる。 
⇒デンプン液の量は多くしない。
　混ぜるときは，ビーカーの側面に，綿棒を
押し当て，唾液を絞り出すように指示します。
また，デンプン液が20〜30mLだと少ないよ
うに感じるかもしれませんが，一般的によく
使われる18×180mmの試験管の最大容積が
27〜30mL程度ですから，２本の試験管に半分
（約15mL）ずつ分けることができる液量が
あります。（液量が多すぎると，デンプンの分
解が不十分になったり，突沸しやすくなった
りします。）
⑥10分たったら，それぞれを別の50mLビー
　カーに２等分する。これで液が10〜15mL
　ほど入った50mLビーカーが四つ（唾液の
　入ったビーカーが二つと蒸留水の入った
　ビーカーが二つ）できる。  
⑦唾液の入ったビーカーと蒸留水の入った
　ビーカー，それぞれ片方にヨウ素液を入
　れ，変化を見る。 
⑧もう一方の唾液の入ったビーカーと蒸留水

図１　特大の綿棒　白十字（株）の３号は脱脂綿の
直径が10mm ある。

図２　デンプン液の入った二つのビーカーを同時に
温めるようす
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図３　ビーカー内の変化　唾液の入ったビーカー
に青色のべネジクト液を入れて加熱すると，黄色
や赤褐色に変化する（左）。

図４　実験で使用した市販
の酸化銅

図 5　木工やすり（上）と備長炭

＜方法＞
①乳鉢に酸化銅（0.6ｇ）と炭素粉末（0.1ｇ）を
　入れ，ゆっくりと混ぜる。 
⇒混合物は少なめにする。
　使用する酸化銅や炭素粉末の質量は，各社
の教科書で差異が見られます。経験上，試
験管に入れる混合物は，乳鉢にこびりつく約
0.2ｇを差し引いた0.5ｇ程度をお薦めします。
混合物が少ない方が温度の上昇が早まって反
応が早く始まり，銅が塊になる確率が上がり
ます。
　今までの学習などで，銅を加熱し酸化させ
て質量の増加を調べる実験を行っていれば，
そこでできた酸化銅を再利用することもでき
ます。
　しかし，ほとんど
の場合は，銅の内部
まで酸化されていな
いので，乳鉢で混ぜ
るときに銅がキラキ
ラ光ったり，混合物全
体が茶色っぽくなっ
てしまったりします。
そのため，今回は，
市販の酸化銅を使用
しました（図４）。
　炭素粉末は，技術科の先生から木工やすり
を借り，電池の単元で使う備長炭を削ってつ
くる方法もあります（図５）。時間に余裕があ
れば，その段階から生徒に体験させてもよい
と思います。ただし，その際には，空気が汚

　ベネジクト液による反応が起こると，生徒
から「オレンジジュースみたいだ。」と声が上
がります。
　「赤褐色」という聞き慣れない言葉が教科
書に登場しますが，文字よりも生徒に驚きや
感動を与える重要性に，あらためて気づかさ
れる実験です。

【実験２】酸化銅を還元する実験 
　酸化銅を還元する実験は，黒色の粉末から，
銅が取り出せるという意外性があり，これも
生徒に好評な実験です。
  この実験は，「少しずつ粉末が茶色へ変化し
ていくパターン」と「自ら光を発して激しく
反応するパターン」の二つがあると思われま
す。後者では，試験管のなかで赤々と反応が
始まると，二酸化炭素を一気に放出するとと
もに，温度が銅の融点近くまで達し，小さな
塊の銅が観察できることもあります。さらに，
粉末の状態よりも通電性を確かめることが容
易で，何より金属を取り出せた実感がわきま
す。しかし，炭素粉末の状態，混ぜ方，水分
など，さまざまな要因により必ず後者の反応
が再現できるわけではありません。
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図６　試験管と割り箸で押し固めた混合物　

図７　混合物を加熱するようす　

れるので，屋外で行います。
②18×180mmの試験管の底のほうに①の混合
　物を入れる。 
③一回り小さいリムなしの15×150mmの試験
　管と割り箸などを使って混合物を試験管の
　底で軽く押し固める（図６）。 
⇒酸化銅と炭素粉末の混合物を密着させる。
　ステンレスやアルミニウムはくの皿に混合
物を載せて加熱する方法も，最近は見られま
す。しかし，この方法では，熱の伝わり方が
悪くなる他，アルミニウムはくを使った場合
には，アルミニウムが酸化銅の還元に関係し
ていると考える生徒が少なからず出てくるこ
とが予想されます。このような理由から，反
応物以外の物質を試験管内に入れることに抵
抗を感じます。
　化学反応に大切なことの一つに，反応する
物質どうしが密着していることがあげられま
す。ここでは，反応する物質どうしが密着す
る状態をつくり出します。さらに，こうする
ことで，混合物を試験管の底に薄く密着させ
ることができ，銅が少量でも板状となり，通
電実験が容易になります。また，反応終了ま
での時間が短くなるため，加熱しすぎて試験
管を変形させてしまう心配もなくなります。
④試験管の口を少し下げて，鉄製スタンドに
　セットする。
⑤試験管の口にガラス管つきゴム栓をはめ込
　み，石灰水中にゴム管につないだガラス管
　の先を入れる。

⇒試験管は傾けすぎない。
　この場面では，必要以上に大きく試験管を
傾ける生徒が見られます。加熱中に発生する
気体の影響とあいまって，混合物が大きくゴ
ム栓側に移動してしまう原因になります。発
生した水が加熱部分に流れなければよいだけ
なので，ごくわずかに傾けるだけでよいこと
を指導しておきます。
　石灰水は，あらかじめつくり置いてあると
思いますが，実験の直前にろ過しておくと，
より透明度が高くなります。また，ガスバー
ナーをスタンドの台の上に置くと不安定で，
ホースがよじれていると転倒する危険性が増
すので，下の写真のように，実験台の上に置
くとよいでしょう（図７）。

⑥点火したら，ガスバーナーの炎の大きさを
　調節し，火力を最大にして加熱する。
⇒ガスバーナーで高温を得る。
　ここでは，空気が多めに供給された炎にし
ます。空気調節ねじを大きく開き（きれいな
水色の内炎が揺れ，「ゴーッ」という音が少し
聞こえるくらい），その内炎の先を試験管に当
てるように位置を調節します。加熱中，試験
管内の気体の膨張や二酸化炭素の発生によっ
て混合物が多少動きますが，混合物の質量が
少なければすぐに赤々と反応が始まるので問
題ありません。
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　条件がよいと，実験後，試験管の側面に銅
の薄膜ができることがあります（図10）。こ
れを光に照らすと，美しい金属光沢が観察で
きます。

【実験３】指示薬の色を変えるのは，どのよ
 うな電気的性質をもつイオンか確かめる実験
　通常，この実験を生徒に行わせるときは，
電源装置の電圧を最大の20Ｖ程度に設定させ
ます。演示実験では，手軽に短時間で，しか
もはっきりとイオンの移動を見せたいもので
す。早送りはできないため，大きい電圧が必
要となります。
　積層乾電池を直列つなぎにして電圧を大き
くするといった方法もありますが，ナリカ社
製の小型で軽い偏向極板入りクルックス管用
電源を用いると，この演示実験が短時間でで
きます（図11）。

　上の写真の左側が押し固めないで実験を
行ってできた粉末状の銅で，右側の二つは押
し固めてから還元を行ってできた塊状の銅で
す（図８）。実験によってできた塊状の銅は，
指で押しても崩れません。
　反応が終わり，気体の発生が止まったら，
銅が再び酸化するのを防ぐため，下の写真の
ようにゴム管を折り返し，目玉クリップで挟
みます（図９）。目玉クリップはピンチコック
よりも安く購入でき，生徒にも扱いやすいと
思います。
⑦火を止め，試験管を冷ましてから還元され
　た銅を取り出す。このとき，やけどに注意
　させる。 

図８　粉末状の銅（左）と塊状の銅　 図 10　試験管の内部にある銅の薄膜　

図 9　目玉クリップでゴム管を挟むようす　 図 11　電源装置　1000Ｖの電圧で実験を行うこと
ができる。　



− 11 −

図12　電源装置で電圧を加えたときのようす	
オレンジ色（左側）のほうが早く伸びていく。

　この装置の本来の用途は，陰極線を曲げる
ことですが，この実験にも適していて，とて
も重宝しています（ただし，大きい電圧で行
うので，必ずゴム手袋をつけるなどして注意
してください）。ちなみに，生徒から感電につ
いての質問を受けることがあります。電流の
大きさ，時間，通電経路によって，人体が受
ける影響はさまざまですが，50mＡの電流が
１秒間でも心臓を流れると生命の危険があ
るといわれています。人体の抵抗から考え
ると，数百Ｖでその電流に達します。
＜方法＞
①ろ紙とpH試験紙を蒸留水で湿らせ，スラ
　イドガラスに載せてクリップでとめる。 
⇒蒸留水でろ紙を湿らせる。
　 通常は，電流を通しやすくするため，硝酸
カリウム水溶液などで，ろ紙とpH試験紙を
湿らせておきます。しかし，大きい電圧で行
う場合は，蒸留水を用いたほうがうまくいき
ます。
　強い電場が生じ，イオンの移動速度は大き
くなります。
②pH試験紙上の陽極側にクエン酸の粒を，
　陰極側に水酸化バリウムの粒を置く。 
⇒細かい作業は針の先で行う。
　クエン酸の粒や水酸化バリウムの粒は細か
くて扱いにくいのですが，針の先やシャープ
ペンシルの芯の先を少し湿らせると，その先
にくっつくので扱いやすくなります。
③電圧を加える。
　電圧を加えると，オレンジ色のほうが早く
伸びていきます。通電してから30秒後には下

の写真のようになります（図12）。
　このように短時間で変化が観察でき，比較
も容易ですから，なぜオレンジ色のほうが早
く伸びていくのかを考察課題としてもよいで
しょう。

  3  おわりに
　授業で生徒に興味をもたせるため，実験の
演出をアレンジしてみたり，工夫やアイデア
を思いつき，それを試してみると実験結果が
意外とよかったり…，きっと先生それぞれに，
試行錯誤を経て生み出された独自のノウハウ
があると思います。
　コンピュータには能動的な探究やクリエイ
ティブな授業はできません。機械が先生に
取って代わる日は，まだまだ遠そうです。
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応募の決まりなど詳しくはホームページを見てね

受け継がれる伝統と心
私は中学校で，かるた部に所属しています。私がかる

たを始めたのは小学校四年生の頃です。私はこのときか
ら，かるたが好きです。理由は，男女も年齢も関係なく，
平等な立場で試合に立ち向かえるからです。また，いろ
いろな年代の方と話したり，仲良くなったりできるとこ
ろも，試合をしている全員が，古くからある百人一首を
一生懸命とっている姿も私のお気に入りです。百人一首
が現在まで残っているのは，日本人が百人一首を大切に
してきたからだと，私は思います。なので，私も大好き
な百人一首をこれから先も残せていけるように，かるた
を続けていきたいです。

前
回

入
選
作
品

◎主催／教育出版　◎協賛／日本環境教育学会
◎後援／環境省，日本環境協会，全国小中学校環境教育研究会，毎日新聞社，毎日小学生新聞
＊協賛・後援団体は昨年実績で，継続申請中です。

小学生・中学生（数名のグループ単位での応募も可）応募資格

2016年 7月1日～ 9月 30日
詳細は「優秀作品展示室」とあわせてホームページをご覧下さい。応募期間

作品
テーマ

「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたことを，
写真（またはイラスト）にメッセージをつけて表現してください。

メッセージ
作品募集（2016年度）

①身のまわりの自然が壊されている状況を見て感じたことや，自然環境
や生き物を守るための取り組み
②さまざまな人との出会いを通して，友好の輪を広げた体験，異文化交
流，国際理解に関すること
③その他，「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたこと

第14回

応募者全員に
参加賞が
もらえるよ!
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